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みなさん、こんにちは。短い梅雨が終わり暑さが厳しくなってきましたが、

いかがお過ごしでしょうか。

これから天龍村の議会を知って頂くために新聞でも発信して参ります。

よろしくお願い致します。

運動会前のえいえいおー！みんなで士気を高めます！

←今年初大縄跳び
この人数の息を合わ

せるのに大苦戦！

かけっこは→
いつだって本気！

応援席も熱が入りま

す！

あわてないでね。これも天龍村ならではの種目。

「赤とって！」、「白！白！」と子供たちの応援が響きます。

←婦人会のカレー
忙しい運動会の朝。たくさん

のお母さんがこのカレーに助

けられています。

毎年ありがとうございます！

一人ひとりの活躍を→
しっかり見れるのも

天龍村の運動会の良さ

です。
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6月5日の第2回議会定例会で一般質問を行った
5人の質問内容を紹介します。
答弁の回答を詳しく知りたい方はケーブルテレビ
をご覧ください。

一般質問
熊谷よし江議員 熊谷美沙子議員

◎天龍村の教育について
児童生徒のタブレットの活用状況は？内容はどのようなもの
か。
近年おもに外国ではタブレット授業から、印刷された本を静か
に読むことや、紙と鉛筆での授業に戻すところが増えていると
聞く。タブレットだけでなくスマホ等のデジタル機器が子供の
成長に悪影響を及ぼすという研究結果も相次いでいるが、天龍
小中学校では今後どのようにICT教育を進めていくのか。
近年では「ドラマ教育」という教育プログラムを活用する学校
が増えている。天龍小中学校でも取り入れてみてはどうか。

◎天龍村社会福祉協議会への支援について
天龍村社協の本年度予算案を見るとかなり厳しい状況となって
いる。天龍村の福祉事業を担う大切な組織であることから、龍
泉閣や農林業公社等と同様に村からの補助を検討できないか。
社協には３拠点の事業区分があるが、老人ホーム以外の本部拠
点事業については村の事業にして改めて委託する形や、診療所
のように特別会計扱いにしたうえで運営委託するなどの方法は
とれないか。
施設の老朽化等も含め各課題や対応策について、村と社協が密
に連絡を取り合い、働く方々だけでなく利用される皆さんも安
心できるよう進めていただきたい。

◎天龍小学校に支援学級の設置を検討していますか？

「質問の趣旨」

子供が毎日、笑顔で登校できることを大切に考えておりま

す。児童の特性に合った指導が行われているのでしょうか？

人数が少ないので「一人の困り感」が見過ごされやすいで

す。将来的な不登校を防ぐためにも支援が必要な児童には合

理的な配慮、適切な学習環境を整えることが必要です。

発達に特性のある児童は、見た目には気づかれにくいことも

あります。“人数ではなく、必要としている児童がいる”とい
うので判断すべきです。

天龍小学校の先生方が多忙な状況にあることも承知しており

ますが、日常的に支援の工夫や対応力を高めていただき、支

援が特別なことではなく、自然に行われる文化が育っていく

ことに期待します。

項目 件名

議案
40 天龍村税条例の一部を改正する条例について

議案
41 天龍村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案
42 私有車の公務使用に関する条例の一部を改正する条例について

議案
43 令和７年度天龍村一般会計補正予算（第1号）について

議案
44 令和７年度天龍村営水道事業会計補正予算（第1号）について

議案
45 令和７年度天龍村営下水道事業会計補正予算（第1号）について

報告
4 有限会社　天龍農林業公社の経営状況の報告について

報告
5 有限会社　龍泉閣の経営状況の報告について

議
案
一
覧
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先
の
臨
時
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

さ
れ
た
「
選
挙
公
報
」
に
お
き
ま

し
て
、
今
村
久
雄
候
補
者
の
文
中

に
不
適
切
な
表
現
が
あ
る
と
の
ご

指
摘
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
ま
し
て
の
陳
謝
文
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

「
人
と
し
て
普
通
に
暮
ら
せ
る
こ

と
が
ケ
ア
の
本
質
」
ま
た
「
介
護

と
は“

す
る
側
・
さ
れ
る
側”

で
は

な
く
、“

共
に
生
き
る”

こ
と
」、「
職
員

が
笑
顔
で
な
け
れ
ば
、
良
い
ケ
ア
は
で

き
な
い
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
北
ア
ル
プ
ス
の
風
」
代
表
の

神
谷
卓
也
さ
ん
は
「
利
用
者
の
自
立
と

笑
顔
」
を
中
心
に
据
え
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
と
地
域
活
性
を
融
合
さ
せ
た
、
未

来
志
向
の
モ
デ
ル
を
実
践
し
て
い
ま

す
。

こ
う
し
た
理
念
を
背
景
に
、
単
な
る
批

判
で
は
な
く
本
質
的
な
課
題
提
起
だ
と

い
う
事
を
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
６
月
１
３
日

　
天
龍
村
議
会
議
員
　
今
村
久
雄

福祉施設の介護職・調理・看護等の全ての職種において、国

内人材の確保は困難となっている。このままでは、高齢者の

安心・安全な生活を支える福祉体制そのものの信頼が揺らぎ

かねない。この様な厳しい状況に対応する為に、村として従

来の枠組みに留まらない、人材確保に向けての、新たなアプ

ローチが求められていると考える。天龍村社会福祉協議会が

運営する各施設において、現在、職員不足がどの程度生じて

いるのか、その実態と影響について村としてどの様に把握さ

れているか。

1， 将来的な人材確保の見通しについて
2， 外国人材の受入れの現状と村の方針について
3， 監理団体の設立とその活用について
4， 監理団体を活用した新たな人材確保の仕組みに
　　対するご所見は？

 ◎地区の存続について
坂部地区の現在の住民は10戸13人です。年齢は60歳以下が2
人、あとは全員70以上です。あと10年もすると、半分程度
の人数になるかと思われます。限界集落となり地区の活動も

できなくなります、また、災害などが起きても、助け合うこ

とが困難になり、一層役場等の支援が必要になります。又、

既に消滅してしまう様な地区もあるかと思われます。

そういった状況ですので、今後どう対応して頂けるのか、お

答え願います。

◎耕作放棄地への対応について

現在住民が住んでいない家屋、また耕作放棄地が多くあり、

荒れ果てたままになっており、野生動物の住処等になってお

り、大変になっています。又そうした個所を手入れすれば、

野生動物の出没も減少すると思われます。けれども他人の物

なので、勝手に手入れ等が出来ません。承諾を役場等でつけ

てもらうこと、できないでしょうか。又、長野県では森林税

を徴収していますので、その一部を村へ還付してもらい、森

林組合又は農林公社などに対応してもらうことは、できない

でしょうか。

「“

ま
と
も
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な

い”

と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
厳
し
い
ご
指
摘
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
場
で
働
い
て

い
る
職
員
や
関
係
者
の
皆
様
の
努
力

を
否
定
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な

く
、
日
々
献
身
的
に
働
く
職
員
の
皆

さ
ん
に
は
、
心
か
ら
敬
意
を
払
っ
て

お
り
ま
す
。

後藤知久議員 熊谷清治議員

今村久雄議員

◎地震災害などへの対応について

　甚大な被害が想定される南海トラフ地震について本年３月に

政府より見直しがされた被害想定が発表された。村の想定震度

が６弱から６強へ引き上げられたことに伴う地域防災計画の変

更は？防災に対する人材育成に天龍村災害支援チームがその取

組みをしてくれているが活動への村の今後の対応は？

予想される人的被害は建物の倒壊によるものがほとんどである

ので住宅の耐震強度が必要となってくるが、新耐震基準導入前

（昭和５６年以前）の住宅について耐震診断を進めていく事が

必要ではないか？また耐震改修には大きな費用が掛かるので村

の補助額の見直しはどうか？被災時には水道管路が大きな被害

をうけることが予想されるが配水池の耐震化はどうか、また下

水道管についても他県の事故等から点検されたと思うが、異常

はなかったか？避難生活に伴う体調悪化などで生じる災害関連

死を少なくするためにも避難所の生活環境の整備改善が必要と

思うがいかがか。

◎光キャストTV導入に向けて
　飯田ケーブルテレビによる光キャストビジョン放送の導入視

聴に向け一般会計当初予算にも計画が盛り込まれた。今年度約

２００件の世帯が導入されるとの予想で予算編成されているが

対象世帯は？特に高齢者世帯ではまだ十分な理解が得られてい

ないと思うが住民説明会等による理解度の向上が必要では？移

行によるテレビ視聴料金の増額分について適切な助成を進めて

いただいているが、どの家庭にもNHK受信料（衛星契約分）が
必要となってくるため、契約をしていない高齢者世帯では大き

な負担となると思うがいかがか。
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こ
の
強
め
の
表
現
が
、
施
設
で
働

く
皆
様
や
入
居
者
の
方
々
の
心
を

痛
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
深
く
陳
謝
い
た
し
ま
す
。

「
お
伝
え
し
た
か
っ
た
の
は
、
適
切

な
人
材
計
画
の
あ
り
方
や
、
制
度
上

の
制
約
に
よ
っ
て
現
行
の
支
援
体
制

で
は
、
十
分
に
対
応
し
き
れ
な
い
部

分
が
存
在
す
る
と
い
う
現
実
で
す
。

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、“

誰

も
が
安
心
し
て
老
い
を
迎
え
ら
れ
る

村
づ
く
り”

で
す
。

　 

そ
の
た
め
に
は
、
現
状
の
課
題
を

正
し
く
認
識
し
、
言
葉
を
濁
さ
ず
訴

え
て
い
く
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
参
考
と
し
て
、
介
護
業
界

の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
お
二

人
の
言
葉
を
引
用
し
ま
す
。

あ
お
い
ケ
ア
の
加
藤
忠
相
代
表
は

陳
謝



　 次回議会予定は９月です。4

    ８日（木）臨時議会（選挙後の初議会）

１６日（金）天龍村商工会総会

２０日（火）南部防犯協会総会

２１日（水）南部地区評議員会 先入り監査、懇親会　於）下條村

２３日（金）飯伊議長会、広域消防委員会、広域臨時議会、広域全員協議会　

　　 　　　   飯伊議長会　於）地域振興局、飯伊議長会送別会　於）砂払温泉

２６日（月）天竜川治水促進期成同盟会総会、建設部関係事業概要説明会、三峰川総合

　 　　　　　開発事業促進期成同盟会総会　於）飯田勤労福祉センター

２７日（火）　 　

２８日（水）

３０日（金）新人議員対象オンライン研修　

    ２日（月）議会運営委員会 

    ４日（水） 長野県長村議会議長会臨時総会  

    ５日（木）天龍村定例議会初日 議会運営委員会 

    ６日（金）社会福祉協議会との懇談会

 　　　　　   出席者：正副議長、今村議員、社協側６名出席

    ９日（月） 第一回ふるさと夏まつり実行委員会 

１３日（金）天龍村定例議会最終日 懇親会　 於）おきよめの湯レストラン

１８日（水） 村内事業視察 

２３日（月） 第一回「２０２５昇龍まつり」実行委員会 

２４日（火） 南部建設事務所との交流・懇親会 

２６日（木）県境域開発協議会総会 於）豊根村役場

２７日（金） いきいき支援金選定委員会

３０日（月） 広域議員学習会 於）ハニカムベース

活動報告 （期間：令和７年　 ５月～６月）
　 　黒字：村松克一議長　赤字：全議員

あ
と
が
き

　 

や
っ
ぱ
り
バ
タ
バ
タ
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
う

え
発
行
予
定
を
勘
違
い
し

て
た
も
の
で
す
か
ら
、
追

い
打
ち
が
掛
か
っ
て
一
人

で
は
ど
う
に
も
。
い
や
は

や
。
前
号
ま
で
の
美
沙
子

議
員
の
ご
苦
労
に
感
謝
！

す
る
次
第
で
す
。

次
号
か
ら
は
、
ゆ
と
り
を

持
っ
て
事
に
当
た
る
つ
も

り
で
あ
り
ま
す
。

今
回
も
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
感
謝
！
で
す
。

　
ま
た
、
せ
っ
か
く
作
る

新
聞
で
す
の
で
、
読
ん
で

頂
く
村
民
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
、
楽
し
く
読
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
内
容
も

考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
議
会
の
こ
ん
な
事
が

知
り
た
い
！
な
ど
皆
さ
ん

の
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
是

非
お
教
え
く
だ
さ
い
。

今
村
久
雄

５月

６月

於）エスバード

全国町村正副議長研修 於）丸の内国際フォーラム

於）長野県自治会館（長野市）


